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１. 調 査 概 要 

（１） 調査の目的 

この調査は、「男女が世代や性別を超え、互いに理解を深め、いきいきと暮らせる杉並」をめざすた

めに策定した、「男女共同参画社会をめざす杉並区行動計画」の改定及び施策の推進をするための基礎

資料とするために実施しました。 

 

（２） 調査の構成 

調 査 対 象： 杉並区内在住の満 20 歳以上の男女 

標  本  数： 4,000 人 

抽 出 方 法： 住民基本台帳から無作為抽出（層化 2 段抽出） 

調 査 方 法： 郵送配布－郵送回収（督促はがき 1 回） 

調 査 期 間： 平成 23 年 8 月 29 日～平成 23 年 9 月 20 日 

調 査 機 関： 株式会社 コモン計画研究所 

 

（３） 回収状況 

配 布 数： 4,000 人 

有効回答数： 1,773 人 

有効回答率： 44.3％ 

 

（４） 報告書の見方 

 図表中の「回答者数」は、各設問に該当する回答者の総数であり、回答率（％）の母数をあらわ

しています。 

 回答率（％）は、小数点第 2位を四捨五入し、小数点以下第 1位までを表記しています。このた

め、合計が必ずしも 100％にならない場合があります。 

 回答者が 2つ以上回答することができる質問（複数回答）については、回答率（％）の合計が 100％

を超える場合があります。 

 単純集計のグラフにおいては、傾向をよりわかりやすくするために、選択肢を 回答率（％）の

高いものから低いものへと並び換えて表示している場合があります。 

 図表番号は報告書本編と同じ図表番号となっています。 
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２. 調査結果の概要 

（１） ご本人とご家族について 

 性別は、「女性」が 59.7％、「男性」が 39.9％となっています。 

 年代は、「70 歳以上」が最も多く 20.4％、次いで「60 歳代」18.1％、「40 歳代」17.9％の順とな

っています。 

 世帯構成については、「親と未婚の子ども」が最も多く 36.3％、次いで「夫婦のみ（一世代）」23.2％、

「ひとり暮らし」21.1％の順となっています。 

 結婚の有無については、「している（事実婚、別居、死別も含む）」が最も多く 68.1％、次いで「し

ていない」25.9％、「現在はしていないが、過去に経験がある」5.0％の順となっています。 

 結婚、出産・育児を機会に退職した経験の有無については、33.4％が『ある』（「ある（結婚退職）」

＋「ある（出産・育児で退職）」）と回答しています。「ある（結婚退職）」が 20.5％、「ある（出

産・育児で退職）」が 12.9％となっています。61.3％は「ない」と回答しています。 

 世帯の働き方については、「夫だけ働いている」が 31.7％、次いで「共働き」31.6％、「夫婦とも

無職」21.8％、「妻だけ働いている」4.1％の順となっています。 

 子どもの有無については、「いる」が 58.4％、「いない」が 39.7％となっています。一番下の子

どもの年齢については、「高校生以上」が最も多く 68.1％、次いで「小学生未満」14.0％、「小学

生」9.9％、「中学生」3.7％の順となっています。 

 

 図表 １-１ 性別 図表 １-２ 年代 

 

図表 １-３ 世帯構成 表 １-４ 結婚の有無 
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（２） 家庭生活と家族観について 

●１日の生活時間 

平日の 1 日の生活時間をみると、最も時間が長いのは、「仕事」8.5 時間、次いで「育児」の 4.3 時

間、「家事」の 3.0 時間となっています。 

「仕事」「趣味・自由時間」は男性のほうが長く、「家事」「育児」「介護」の時間は女性のほうが長

い結果となっています。 

 

 

図表 ２-１ １日の生活時間 【平日】 
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※以下は、図表中の各回答者数 
仕事 ：回答者数＝全体 1,068 人、女性 557 人、男性 506 人

家事 ：回答者数＝全体 1,337 人、女性 939 人、男性 394 人

育児 ：回答者数＝全体 239 人、女性 166 人、男性 73 人

介護 ：回答者数＝全体 86 人、女性 63 人、男性 23 人

地域活動 ：回答者数＝全体 104 人、女性 72 人、男性 31 人

趣味・自由時間 ：回答者数＝全体 1,315 人、女性 795 人、男性 516 人
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休日の 1日の生活時間をみると、最も時間が長いのは、「育児」6.4 時間、次いで「趣味・自由時間」

の 6.1 時間、「仕事」の 5.1 時間となっています。 

「仕事」以外は、平日に比べてすべて時間が長くなっています。特に「育児」と「趣味・自由時間」

の増加が大きくなっています。 

休日においても、「家事」「育児」「介護」の時間は女性のほうが長い結果となっています。 

女性と男性の差が最も大きいのは、平日の「育児」で 4.7 時間の差があります。 

 

 

図表 ２-６ １日の生活時間 【休日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日の生活時間のデータについて 

※分析文及び図表中の各項目（仕事、家事、育児、介護、地域活動、趣味・自由時間）の数値は平均時間をあらわしています 

※30 分を 0.5 時間として、小数点第 2 位を四捨五入し少数点第 1 位までを表記しています（例えば、1.5 時間は 1 時間 30 分を

あらわしています） 

※「0 時間」の回答者と「無回答」を除いて集計しています（この結果、回答者数が 0 人となった場合は掲載していません） 
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※以下は、図表中の各回答者数 
仕事 ：回答者数＝全体 227 人、女性 111 人、男性 114 人 

家事 ：回答者数＝全体 1,334 人、女性 869 人、男性 461 人 

育児 ：回答者数＝全体 245 人、女性 153 人、男性 92 人 

介護 ：回答者数＝全体 95 人、女性 66 人、男性 29 人 

地域活動 ：回答者数＝全体 93 人、女性 50 人、男性 42 人 

趣味・自由時間 ：回答者数＝全体 1,295 人、女性 738 人、男性 555 人 
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●家事の内容 

図表 ２-１６ 家事の内容／性別（複数回答） 

家事の内容について性別でみると、

すべての家事は女性が男性を上回っ

ています。 

女性の 9割以上が「食事のしたく・

後片付け」「食料品・日用品の買い物」

「部屋の掃除」「洗濯」の家事をして

います。最も高い割合は「洗濯」95.9％

となっています。 

女性と男性の割合の差が最も大き

い家事は「洗濯」、差が最も小さい家

事は「ゴミ出し」となっています。 

 

 

 

 

 

 

●結婚や出産・子育てに対する考え方 

図表 ２-１８ 結婚や出産・子育てに対する考え方／女性 

女性における結婚や出産・子育

てに対する考え方について、『そ

う思う』（「そう思う」＋「どちら

かといえばそう思う」）と回答し

た割合が最も高かったのは、（カ）

女の子も経済的に自立できるよ

うに育てるのがよい 96.2％、次

いで（キ）男の子も家事ができる

ように育てるのがよい 95.8％、

（ケ）子育てには地域社会の支援

も必要である93.8％の順でした。 

一方、『そう思わない』（「どち

らかといえばそう思わない」＋

「そう思わない」）と回答した割

合が最も高かったのは、（オ）男

の子は男の子らしく、女の子は女

の子らしく、育てるのがよい

39.9％、次いで（サ）子どもや経

済的な不安の有無にかかわらず、

結婚がうまくいかない場合、離婚

してもかまわない 31.9％、（エ）

希望する者には夫婦別姓を認め

てもよい 30.1％の順でした。 
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いかない場合、離婚してもかまわない
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図表 ２-１９ 結婚や出産・子育てに対する考え方／男性 

男性における結婚や出産・子育

てに対する考え方について、『そ

う思う』（「そう思う」＋「どちら

かといえばそう思う」）と回答し

た割合が最も高かったのは、（カ）

女の子も経済的に自立できるよ

うに育てるのがよい 93.8％、次い

で（ケ）子育てには地域社会の支

援も必要である 91.2％、（キ）男

の子も家事ができるように育て

るのがよい 90.4％の順でした。 

一方、『そう思わない』（「どち

らかといえばそう思わない」＋

「そう思わない」）と回答した割

合が最も高かったのは、「（サ）子

どもや経済的な不安の有無にか

かわらず、結婚がうまくいかない

場合、離婚してもかまわない」

45.4％、次いで（エ）希望する者

には夫婦別姓を認めてもよい

41.0％、（イ）未婚の女性が子ど

もを産み育てるのも、ひとつの生

き方である 32.1％の順でした。 

 

●少子化の原因 

図表 ２-３７ 少子化の原因／性別（複数回答） 

少子化の原因を性別でみると、女

性では「経済的負担が大きいから」

が 68.5％と最も多く、次いで「仕事

と家事（育児）の両立が難しいから」

61.1％となっています。 

男性では「経済的負担が大きいか

ら」が 72.0％と最も多く、次いで「保

育施設、育児休業等の制度が十分で

ないから」50.8％となっています。

性別で比較すると、男性が女性を上

回っている理由は「経済的負担が大

きいから」「住宅事情がよくないか

ら」となっています。 
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（エ）希望する者には夫婦別姓を認めてもよい

（オ）男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく、

育てるのがよい

（カ）女の子も経済的に自立できるように育てるのがよい

（キ）男の子も家事ができるように育てるのがよい

（ク）男の子も女の子も同じ程度の学歴を持つほうがよい

（ケ）子育てには地域社会の支援も必要である

（コ）子どもや経済的不安がなければ、結婚がうまく

いかない場合、離婚してもかまわない

（サ）子どもや経済的な不安の有無にかかわらず、

結婚がうまくいかない場合、離婚してもかまわない

回答者数＝707人

68.5

61.1

57.9

55.1

38.0

35.2

34.1

28.5

30.7

25.0

22.2

9.5

1.4

1.0

72.0

49.5

50.8

43.0

31.7

28.6

20.5

25.9

21.2

27.2

21.2

10.2

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

経済的負担が大きいから

仕事と家事（育児）の両立が難しいから

保育施設、育児休業等の制度が

十分でないから
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出産・子育てが女性の自立の障害に

なっているから

精神的・肉体的負担が大きいから

育児に対する男性（夫）の理解・協力が

足りないから

社会状況を考えると、子どもにとって

明るい将来とはいえないから

少ない人数の子どもに十分に手をかけて

育てたいという考えの人が増えたから

住宅事情がよくないから

個人の自由を大切にしたいから

その他

わからない

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人
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（３） 就業状況について 

●仕事の有無 

図表 ３-２ 仕事の有無／性別 

仕事の有無を性別でみると、女性で

は「した（有職）」55.8％、「していな

い（無職）」43.0％となっています。 

男性では「した（有職）」71.4％、「し

ていない（無職）」27.7％となってい

ます。 

「した（有職）」という人は、男性

が女性を 15.6 ポイント上回っていま

す。 

 

 

●勤務体系 

図表 ３-７ 勤務体系／性別 

勤務体系を性別でみると、女性では

「臨時・派遣・パート・アルバイト・

内職等」が 37.4％と最も多く、次いで

「正規職員（従業員 300 人以下の民間

事業所）」18.6％となっています。 

男性では「正規職員（従業員 301 人

以上の民間事業所）」が 33.5％と最も

多く、次いで「自由業・自営業・家族

従業員」22.2％となっています。 

「正規職員（公的機関）」については、

女性と男性の割合の差はありません。 

 

 

 

●勤務地 

図表 ３-９ 勤務地／性別 

勤務地を性別でみると、女性では「杉

並区内」が 35.5％、「杉並区外」61.4％

となっています。 

男性では「杉並区内」が 23.4％、「杉

並区外」73.5％となっています。 

女性のほうが、「杉並区内」の割合が

12.1 ポイント高くなっています。 

 

 

16.9

18.4

18.6

5.4

37.4

2.4

0.8

22.2

33.5

22.0

5.3

14.1

2.6

0.4

0% 10% 20% 30% 40%

自由業・自営業・家族従業員

正規職員（従業員30１人以上の民間事業所）

正規職員（従業員300人以下の民間事業所）

正規職員（公的機関）

臨時・派遣・パート・アルバイト・内職等

その他

無回答
女性 回答者数＝591人

男性 回答者数＝505人

した

（有職）

55.8

71.4

していない

（無職）

43.0

27.7

無回答

1.2

0.8

女性（1,059）

男性（707）

回答者数＝1,773人

杉並区内

35.5

23.4

杉並区外

61.4

73.5

その他

1.9

2.2

無回答

1.2

1.0

女性（591）

男性（505）

回答者数＝1,102人
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●職場で男女差別と感じられることの有無・具体的内容 

図表 ３-１１ 職場で男女差別と感じられることの有無・具体的内容／性別（複数回答） 

職場で男女差別と感じられることの有

無・具体的内容を性別でみると、女性では

「女性が昇進、昇格しづらい」が 13.4％と

最も多く、次いで「お茶くみ、雑用は女性

がやる慣行がある」12.7％となっています。 

男性では「女性の配置場所が限られてい

る」が 14.5％と最も多く、次いで「女性が

昇進、昇格しづらい」12.3％となっていま

す。 

「男女差別と感じられることはない」と

回答した人は、女性が男性を 1.7 ポイント

上回っています。 

 

 

 

 

 

 

●働いていない理由 

図表 ３-１３ 働いていない理由／性別（複数回答） 

働いていない理由を性別でみると、女性で

は「高齢だから」が 42.9％と最も多く、次

いで「働かなくても経済的に困らないから」

35.8％となっています。男性では「高齢だか

ら」が 55.6％と最も多く、次いで「働かな

くても経済的に困らないから」29.1％となっ

ています。「高齢だから」と回答した人は、

男性が女性を 12.7 ポイント上回っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

13.4

11.2

7.8

12.7

8.6

10.0

4.9

1.7

3.2

3.7

2.2

4.2

47.0

7.1

10.0

12.3

10.7

14.5

6.7

6.9

5.1

2.8

6.5

2.0

1.0

1.0

5.9

45.3

7.5

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性が昇進、昇格しづらい

賃金に男女差がある

女性の配置場所が限られている

お茶くみ、雑用は女性がやる慣行がある

女性を幹部職員に登用しない

女性の能力・実績を正当に評価しない

女性は結婚や出産で退職しなければ

ならないような雰囲気がある

ちょっとした力仕事でも男性にばかり

命じられる

女性は補助的な仕事しかやらせて

もらえない

中高年以上の女性に退職を勧奨する

雰囲気がある

女性は教育・研修を受ける機会が少ない

その他

男女差別と感じられることはない

わからない

無回答
女性 回答者数＝591人

男性 回答者数＝505人

42.9

35.8

16.7

12.3

13.6

10.8

10.8

12.3

6.2

6.4

3.1

0.7

2.4

1.3

1.3

11.0

0.2

4.0

55.6

29.1

11.2

17.3

14.3

10.7

1.0

0.0

6.1

5.1

5.6

4.6

0.0

0.5

0.5

8.7

3.6

3.6

0% 20% 40% 60%

高齢だから

働かなくても経済的に困らないから

健康に自信が持てないから

年齢が求職活動の障害となっているから

希望や条件にあう仕事が見つからないから

趣味や社会活動など他にやりたいことがあるから

家事・育児に専念したいから

家事・育児と両立できないから

職業能力に自信が持てないから

高齢者や病人の介護・看護と両立できないから

求職活動中だから

学生だから

家族の転勤や転居があるから

家族の反対があるから

扶養家族のほうが有利だから

その他

特に理由はない

無回答 女性 回答者数＝455人

男性 回答者数＝196人
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●女性の働き方 

図表 ３-１５ 女性の働き方／性別 

女性の働き方を性別でみると、女性で

は「子育ての時期だけ一時やめて、その

後はフルタイムで仕事を続ける」が

22.1％と最も多く、次いで「結婚や出産

にかかわらず、仕事を続ける」が 22.0％

となっています。男性では「子育ての時

期だけ一時やめて、その後はフルタイム

で仕事を続ける」が 19.9％と最も多く、

次いで「結婚や出産にかかわらず、仕事

を続ける」が 18.8％となっています。 

「子どもができるまでは仕事を持ち、

出産後は家事に専念する」と回答した人

は、男性が女性を 2.7 ポイント上回って

います。また、「結婚するまでは仕事を持

ち、結婚後は家事に専念する」と回答し

た人も、男性が女性を 2.2 ポイント上回

っています。 

 

 

●女性が長く働き続けることの障害 

図表 ３-１８ 女性が長く働き続けることの障害／性別（複数回答） 

女性が長く働き続けることの障害を性

別でみると、女性では「子どもを預けると

ころ（保育園等）がない」が 59.6％と最も

多く、次いで「育児休業や再就職など、長

く働き続けるための職業条件・制度が不十

分」が 57.7％となっています。 

男性では「子どもを預けるところ（保育

園等）がない」が 56.4％と最も多く、次い

で「育児や子どもの教育の負担」が 54.2％

となっています。 

「高齢者や病人の介護・看護」と回答し

た人は、女性が男性を 10.7 ポイント上回

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.0

22.1

19.8

13.6

5.3

5.7

0.3

6.2

5.0

18.8

19.9

16.3

16.3

7.5

8.8

0.6

8.5

3.4

0% 5% 10% 15% 20% 25%

結婚や出産にかかわらず、

仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめて、

その後はフルタイムで仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめて、

その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまでは仕事を持ち、

出産後は家事や子育てに専念する

結婚するまでは仕事を持ち、

結婚後は家事に専念する

その他

仕事を持たない

わからない

無回答 女性 回答者数＝1,059人
男性 回答者数＝707人

59.6

57.7

51.0

53.6

37.3

23.0

23.5

16.4

17.7

13.6

4.6

0.9

3.9

2.1

56.4

49.6

54.2

46.1

26.6

19.0

17.7

19.5

15.1

12.2

3.1

1.7

5.5

1.6

0% 20% 40% 60%

子どもを預けるところ（保育園等）がない

育児休業や再就職など、長く働き続ける

ための職業条件・制度が不十分

育児や子どもの教育の負担

家事の負担

高齢者や病人の介護・看護

夫の転勤

家族の無理解

職場での結婚・出産退職の慣行

女性はすぐやめる、労働能力が劣る

という考え方

昇進・教育訓練などでの男女の不公平な

取り扱い

その他

障害・困難になっているものはない

わからない

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人
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（４） ワーク・ライフ・バランスについて 

●生活の中での優先度【希望】 

生活の中での優先度【希望】を性別でみると、女性、男性ともに「「仕事」と「家庭生活」をともに

優先したい」「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい」「「家庭生活」を

優先したい」が上位 3位を占めています。 

「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい」については、女性、男性の

差はありませんが、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」では男性が女性を上回り、「「家庭

生活」を優先したい」では女性が男性を上回っています。 

図表 ４-３ 生活の中での優先度 【希望】／性別 

●生活の中での優先度【現実】 

生活の中での優先度【現実】を性別でみると、女性は「「家庭生活」を優先している」で男性を 19.6

ポイント上回っています。男性は「「仕事」を優先している」で女性を 16.1 ポイント上回っています。

現実には男性は仕事、女性は家庭生活を優先している結果となっています。 

男性において、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」と回答している人が 2 割を超えて

います。 

図表 ４-７ 生活の中での優先度 【現実】／性別 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

21.1

32.0

3.2

13.3

4.6

9.8

6.0

4.0

5.9

37.2

12.4

5.1

21.1

5.5

5.2

5.7

5.2

2.5

0% 10% 20% 30% 40%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

わからない

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人

3.0

20.7

3.5

24.0

4.8

14.5

24.2

3.5

1.8

9.3

12.4

5.0

31.5

5.5

7.9

23.6

4.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

わからない

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人
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●ワーク・ライフ・バランスの認知度 

図表 ４-１２ ワーク・ライフ・バランスの認知度／性別・年代別 

ワーク・ライフ・バランスの認知度を性

別・年代別でみると「内容まで知っていた」

と回答した割合が最も高かったのは、女性

では 20 歳代で 36.6％、次いで 40 歳代で

30.7％となっています。 

男性では 30 歳代で 41.5％、次いで 40

歳代で38.1％という結果となっています。 

「内容まで知っていた」という回答が最

も低い割合は、女性では 70 歳以上の

10.3％、男性では 60 歳代の 15.4％となっ

ています。 

女性より男性のほうが認知度が高い結

果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ワーク・ライフ・バランスのために「職場」に望むこと 

図表 ４-１４ ワーク・ライフ・バランスのために「職場」に望むこと／性別（複数回答） 

ワーク・ライフ・バランスのために「職

場」に望むことについて性別でみると、女

性では「育児休業・介護休暇をとりやすく

する」が 36.4％と最も多く、次いで「管

理職の意識改革を行う」が 31.2％となっ

ています。 

男性では「管理職の意識改革を行う」が

32.1％と最も多く、次いで「社長や取締役

がリーダーシップを発揮してワーク・ライ

フ・バランスに取り組む」が 28.9％とな

っています。 

「時間短縮勤務ができるようにする」と

回答した人は、女性が男性を 12.3 ポイン

ト上回っています。 

「給料を上げる」と回答した人は、男性

が女性を 4.8 ポイント上回っています。 

 

31.2

36.4

29.6

26.2

26.1

27.0

15.1

15.1

12.5

11.4

6.3

1.9

3.2

6.9

5.6

32.1

22.5

27.6

28.9

24.3

14.7

19.9

16.0

12.6

11.5

8.2

3.8

7.4

5.9

2.3

0% 10% 20% 30% 40%

管理職の意識改革を行う

育児休業・介護休暇をとりやすくする

無駄な業務・作業を減らす

社長や取締役がリーダーシップを発揮して

ワーク・ライフ・バランスに取り組む

年休をとりやすくする

時間短縮勤務ができるようにする

給料を上げる

在宅勤務ができるようにする

企業の中でワーク・ライフ・バランスを

推進する責任者を決める

管理職以外の社員の意識改革を行う

仕事の量を減らす

その他

特にない

わからない

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人

内容まで知っていた

36.6

29.7

30.7

18.1

14.2

10.3

36.0

41.5

38.1

22.6

15.4

16.4

言葉を聞いたことはあるが

内容は知らなかった

11.9

16.7

14.6

24.0

25.3

26.3

21.3

16.0

17.5

18.5

26.9

26.0

知らなかった

50.5

53.6

53.1

56.7

53.7

47.9

42.7

40.6

44.4

57.3

55.4

51.4

無回答

1.0

0.0

1.6

1.2

6.8

15.5

0.0

1.9

0.0

1.6

2.3

6.2

女性／20歳代（101）

30歳代（192）

40歳代（192）

50歳代（171）

60歳代（190）

70歳以上（213）

男性／20歳代（75）

30歳代（106）

40歳代（126）

50歳代（124）

60歳代（130）

70歳以上（146）

回答者数＝1,773人
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●ワーク・ライフ・バランスのために「杉並区」に望むこと 

図表 ４-１６ ワーク・ライフ・バランスのために「杉並区」に望むこと／性別（複数回答） 

ワーク・ライフ・バランスのために「杉

並区」に望むことについて性別でみると、

女性、男性ともに「誰もが安心して働く

ことができるように、保育園・高齢者施

設などの環境を整えること」が最も高い

割合となっています。次いで、「経済的

自立を推進するため、就労・再就職・起

業に向けての支援をすること」、「高齢者

等が自立し、いきいきと暮らせるように

日常生活の支援をすること」の順になっ

ています。 

「企業、社会に向けての意識啓発」「趣

味や余暇を活かした活動や個人の能力

を地域社会に貢献できるように支援す

ること」「市民活動の受け皿としてのＮ

ＰＯ等が活動しやすい環境を整えるこ

と」は、男性が女性の割合を超える結果

となっています。 

（５） ドメスティック・バイオレンスについて 

●ドメスティック・バイオレンスの認知度 

図表 ５-２ ドメスティック・バイオレンスの認知度／性別（複数回答） 

ドメスティック・バイオレンスの認知

度を性別でみると、女性、男性ともに「な

ぐる、けるなどの暴力をふるう」「どな

る、ののしる」「嫌がっているのに、性

行為を強要する、避妊しない」が上位 3

位となっています。 

性別による大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.2

44.4

38.0

25.6

21.3

17.7

6.4

2.0

2.5

4.2

3.5

61.2

35.6

31.3

19.4

22.3

23.3

8.2

4.1

6.4

2.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80%

誰もが安心して働くことができるように、

保育園・高齢者施設などの環境を整えること

経済的自立を推進するため、

就労・再就職・起業に向けての支援をすること

高齢者等が自立し、いきいきと暮らせるように

日常生活の支援をすること

女性に負担がかかりがちな家事・育児等を

家庭全体で支えられるように支援すること

企業、社会に向けての意識啓発

趣味や余暇を活かした活動や個人の能力を

地域社会に貢献できるように支援すること

市民活動の受け皿としてのＮＰＯ等が

活動しやすい環境を整えること

その他

特にない

わからない

無回答 女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人

87.3

72.4

64.5

46.6

45.1

42.5

41.9

43.7

39.7

39.3

24.5

1.0

2.1

8.4

87.3

68.9

59.3

44.4

42.9

44.3

44.8

39.3

42.0

34.8

21.1

0.6

1.7

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なぐる、けるなどの暴力をふるう

どなる、ののしる

嫌がっているのに、性行為を強要する、

避妊しない

実家や友人とのつき合いを制限、監視する

（メールをチェックする等）

生活費を入れない、家のお金を持ち出す、

借金を繰り返す

人前で馬鹿にする

大切にしているものをこわす

何を言っても無視する

見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を

見せる

別れるなら死ぬとおどす

仕事を制限する

その他

どれも「ドメスティック・バイオレンス（配偶者等

からの暴力）」であるとは、知らなかった

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人
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●被害経験の有無 

被害経験の有無を性別でみると、女性では「ある」が 18.5％、「ない」74.8％となっています。 

男性では「ある」が 7.2％、「ない」86.3％となっています。 

女性のほうが、「ある」割合が 11.3 ポイント高くなっています。 

図表 ５-４ 被害経験の有無／性別 

 

●被害の頻度 

女性における被害の頻度について、「何度もあった」「1、2 度あった」をあわせた割合が最も高かっ

たのは、（エ）どなる、ののしる 74.0％、次いで、（ウ）医師の治療が必要とならない程度の暴力を受

ける 41.8％、（オ）何を言っても無視する 41.3％、（キ）実家や友人とのつき合いを制限、監視する 39.3％、

（カ）人前で馬鹿にする 38.8％の順になっています。 

図表 ５-７ 被害の頻度／女性 

ある

18.5

7.2

ない

74.8

86.3

無回答

6.7

6.5

女性（1,059）

男性（707）

回答者数＝1,773人

何度もあった

2.6

1.5

15.8

48.0

24.5

17.9

23.0

5.6

15.3

3.6

10.2

18.9

10.2

１、２度あった

11.7

11.2

26.0

26.0

16.8

20.9

16.3

8.7

20.4

7.1

15.8

13.3

23.0

まったくない

59.7

61.7

39.8

13.3

34.7

39.3

38.3

58.7

40.8

63.3

49.5

45.4

41.3

無回答

26.0

25.5

18.4

12.8

24.0

21.9

22.4

27.0

23.5

26.0

24.5

22.4

25.5

（ア）命の危険を感じるくらいの暴力を受ける

（イ）医師の治療が必要となる程度の

暴力を受ける

（ウ）医師の治療が必要とならない程度の

暴力を受ける

（エ）どなる、ののしる

（オ）何を言っても無視する

（カ）人前で馬鹿にする

（キ）実家や友人との付き合いを制限、監視する

（ク）別れるなら死ぬとおどす

（ケ）嫌がっているのに、性行為を強要する、

避妊しない

（コ）見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を

見せる

（サ）仕事を制限する

（シ）生活費を入れない、家のお金を持ち出す、

借金を繰り返す

（ス）大切にしているものをこわす

回答者数＝196人
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男性における被害の頻度について、「何度もあった」「1、2 度あった」をあわせた割合が最も高かっ

たのは、（エ）どなる、ののしる 86.3％、次いで、（オ）何を言っても無視する 60.8％、（カ）人前で

馬鹿にする 45.1％、（ウ）医師の治療が必要とならない程度の暴力を受ける 37.2％、（ス）大切にして

いるものをこわす 35.3％の順になっています。 

図表 ５-８ 被害の頻度／男性 

 

●相談の有無 

相談の有無を性別でみると、女性では「相談した」が 40.3％、「相談しなかった」55.6％となってい

ます。男性では「相談した」が 21.6％、「相談しなかった」70.6％となっています。 

女性のほうが「相談した」割合が 18.7 ポイント高くなっています。 

図表 ５-１０ 相談の有無／性別 

何度もあった

2.0

0.0

13.7

45.1

27.5

19.6

19.6

9.8

9.8

3.9

9.8

7.8

11.8

１、２度あった

5.9

2.0

23.5

41.2

33.3

25.5

13.7

11.8

11.8

0.0

11.8

5.9

23.5

まったくない

74.5

80.4

45.1

5.9

25.5

37.3

49.0

64.7

60.8

78.4

60.8

68.6

51.0

無回答

17.6

17.6

17.6

7.8

13.7

17.6

17.6

13.7

17.6

17.6

17.6

17.6

13.7

（ア）命の危険を感じるくらいの暴力を受ける

（イ）医師の治療が必要となる程度の

暴力を受ける

（ウ）医師の治療が必要とならない程度の

暴力を受ける

（エ）どなる、ののしる

（オ）何を言っても無視する

（カ）人前で馬鹿にする

（キ）実家や友人との付き合いを制限、監視する

（ク）別れるなら死ぬとおどす

（ケ）嫌がっているのに、性行為を強要する、

避妊しない

（コ）見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を

見せる

（サ）仕事を制限する

（シ）生活費を入れない、家のお金を持ち出す、

借金を繰り返す

（ス）大切にしているものをこわす

回答者数＝51人

相談した

40.3

21.6

相談しなかった

55.6

70.6

無回答

4.1

7.8

女性（196）

男性（51）

回答者数＝248人
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●被害の相談先 

図表 ５-１３ 被害の相談先／性別（複数回答） 

被害の相談先を性別でみると、女性、

男性ともに「友人・知人」が最も高い

割合となっています。次いで、「家族・

親族」「医師・カウンセラーなど」の

順になっています。 

「家族・親族」「医師・カウンセラ

ーなど」に相談する人の割合は、女性

が男性を上回っています。 

「友人・知人」「弁護士」「公的機関

（配偶者暴力相談支援センター、警察、

男女平等推進センター、福祉事務所な

ど）」に相談する人の割合は、男性が

女性を上回っています。 

 

 

●相談しなかった理由 

図表 ５-１５ 相談しなかった理由／性別（複数回答） 

相談しなかった理由を性別でみると、

女性では「相談するほどのことではな

いと思ったから」「自分さえ我慢すれば、

何とかこのままやっていけると思った

から」がそれぞれ 40.4％と最も多く、

次いで「相談しても無駄だと思ったか

ら」31.2％となっています。 

男性では「相談するほどのことでは

ないと思ったから」が 69.4％と最も多

く、次いで「自分にも悪いところがあ

ると思ったから」47.2％となっていま

す。 

「自分さえ我慢すれば、何とかこの

ままやっていけると思ったから」「相談

しても無駄だと思ったから」「相手に報

復されると思ったから」を理由にあげ

る人の割合は、女性が男性を上回って

います。 

「相談するほどのことではないと思

ったから」「自分にも悪いところがある

と思ったから」「他人を巻き込みたくな

かったから」を理由にあげる人の割合

は、男性が女性を上回っています。 

65.8

58.2

15.2

8.9

6.3

3.8

1.3

72.7

36.4

9.1

9.1

9.1

18.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

友人・知人

家族・親族

医師・カウンセラーなど

弁護士

公的機関（配偶者暴力相談支援センター、警察、

男女平等推進センター、福祉事務所など）

その他

無回答 女性 回答者数＝79人

男性 回答者数＝11人

40.4

40.4

26.6

31.2

20.2

6.4

12.8

0.9

69.4

33.3

47.2

22.2

25.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

相談するほどのことではないと思ったから

自分さえ我慢すれば、何とかこのまま

やっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談しても無駄だと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

相手に報復されると思ったから

その他

無回答 女性 回答者数＝109人

男性 回答者数＝36人
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●相談先機関、施設の認知度 

相談先機関、施設の認知度を性別でみると、女性では「警察署」が 63.5％と最も多く、次いで「福

祉事務所（荻窪、高円寺、高井戸）」22.7％となっています。 

男性では「警察署」が 67.8％と最も多く、次いで「警視庁総合相談センター」23.9％となっていま

す。 

「警察署」「警視庁総合相談センター」の認知度は男性が女性を上回っていますが、それ以外の相談

先機関、施設を知っている人の割合は女性が男性を上回る結果となっています。 

 

図表 ５-１７ 相談先機関、施設の認知度／性別（複数回答） 

 

（６） 男女平等意識について 

●個人の男女平等意識 

「男は仕事、女は家庭」という考え方について性別でみると、『賛成』（「賛成である」＋「どちらか

といえば賛成である」）と回答した人の割合は、男性が女性を 11.9 ポイント上回っています。 

一方、『反対』（「どちらかといえば反対である」＋「反対である」）と回答した人の割合は、女性が

男性を 11.1 ポイント上回っています。 

図表 ６-３ 個人の男女平等意識／性別 

賛成である

4.0

9.2

どちらかといえば

賛成である

32.5

39.2

どちらかといえば

反対である

33.1

28.0

反対である

25.1

19.1

無回答

5.4

4.5

女性（1,059）

男性（707）

回答者数＝1,773人

63.5

22.7

18.3

17.8

20.3

12.0

9.0

3.0

16.1

6.6

67.8

21.9

23.9

15.0

9.6

6.1

8.8

1.3

17.7

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

警察署

福祉事務所（荻窪、高円寺、高井戸）

警視庁総合相談センター

配偶者暴力相談支援センター

東京都女性相談センター（東京都福祉保健局）

東京ウィメンズプラザ（女性用・男性用）

男女平等推進センター

その他

相談できる機関・施設があることを知らなかった

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人
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●さまざまな場における男女平等意識 

図表 ６-７ さまざまな場における男女平等意識／女性 

さまざまな場における男

女平等意識について、女性に

おいて「男性の方が非常に優

遇されている」と回答した割

合が最も高かったのは（オ）

政治の場で 29.1％、次いで

（キ）社会通念や慣習・しき

たり等で 23.8％、（イ）職場

の中で 19.9％となっていま

す。 

「平等になっている」と回答

した割合が最も高かったの

は（エ）学校教育の場で

58.4％、次いで（カ）地域活

動の場で 36.8％、（ウ）法律

や制度の上で 31.3％、（ア）

家庭の中で 24.1％の順にな

っています。 

 

図表 ６-８ さまざまな場における男女平等意識／男性 

さまざまな場における男

女平等意識について、男性に

おいて「男性の方が非常に優

遇されている」と回答した割

合が最も高かったのは（オ）

政治の場で 15.7％、次いで

（キ）社会通念や慣習・しき

たり等で 14.0％、（イ）職場

の中で 11.3％となっていま

す。 

「平等になっている」と回答

した割合が最も高かったの

は（エ）学校教育の場で

66.8％、次いで（ウ）法律や

制度の上で 48.2％、（カ）地

域活動の場で 47.8％、（ア）

家庭の中で 37.2％の順にな

っています。 

 

男性の方が

非常に優遇

されている

10.7

19.9

8.8

2.5

29.1

5.8

23.8

16.0

どちらかといえば

男性の方が優遇

されている

43.7

50.1

33.3

14.8

42.7

23.9

51.8

55.5

平等に

なって

いる

24.1

12.2

31.3

58.4

11.2

36.8

8.7

11.2

どちらかといえば

女性の方が優遇

されている

6.3

2.0

4.3

1.6

0.1

5.0

0.7

1.6

女性の方が

非常に優遇

されている

1.3

0.2

0.5

0.3

0.1

0.6

0.2

0.2

わから

ない

6.8

7.4

13.4

14.0

8.5

19.6

7.1

8.8

無回答

7.1

8.2

8.4

8.4

8.3

8.3

7.7

6.7

（ア）家庭の中で

（イ）職場の中で

（ウ）法律や制度の上で

（エ）学校教育の場で

（オ）政治の場で

（カ）地域活動の場で

（キ）社会通念や慣習・しきたり等で

（ク）社会全体で見た場合

回答者数＝1,059人

男性の方が

非常に優遇

されている

5.5

11.3

3.0

1.1

15.7

2.8

14.0

8.9

どちらかといえば

男性の方が優遇

されている

30.7

46.8

23.2

10.9

42.7

18.1

54.2

52.3

平等に

なって

いる

37.2

26.0

48.2

66.8

27.0

47.8

16.8

20.4

どちらかといえば

女性の方が優遇

されている

11.6

5.2

9.5

4.1

1.6

8.6

3.4

4.4

女性の方が

非常に優遇

されている

2.0

1.3

2.4

1.3

0.6

1.0

0.7

1.8

わから

ない

8.3

3.8

8.2

9.9

6.9

16.0

5.8

6.9

無回答

4.7

5.5

5.5

5.9

5.5

5.7

5.1

5.2

（ア）家庭の中で

（イ）職場の中で

（ウ）法律や制度の上で

（エ）学校教育の場で

（オ）政治の場で

（カ）地域活動の場で

（キ）社会通念や慣習・しきたり等で

（ク）社会全体で見た場合

回答者数＝707人
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●学校教育における男女平等への有効な取り組み 

学校教育における男女平等への有効な取り組みについて性別でみると、女性では「生活指導や進路

指導において、男女の別なく個性や能力を活かせるよう配慮する」が 67.7％と最も多く、次いで「日

常活動の中で、男女平等の意識が育ちやすい環境をつくる」が 59.5％となっています。 

男性でも「生活指導や進路指導において、男女の別なく個性や能力を活かせるよう配慮する」が

60.1％と最も多く、次いで「日常活動の中で、男女平等の意識が育ちやすい環境をつくる」が 50.6％

となっています。 

「男女平等の意識を育てる授業をする」と回答した人は、男性が女性を 2.8 ポイント上回っていま

す。 

図表 ６-１８ 学校教育における男女平等への有効な取り組み／性別（複数回答） 

 

（７） 杉並区における取り組み等について 

●男女平等推進センターの利用度 

男女平等推進センターの利用度を性別でみると、女性では「利用したことがある」が 3.3％、「知っ

ているが、利用したことがない」20.9％、「施設があることを知らない」71.2％となっています。 

男性では「利用したことがある」が 1.3％、「知っているが、利用したことがない」14.6％、「施設が

あることを知らない」80.8％となっています。 

女性のほうが、「利用したことがある」割合が 2.0 ポイント高くなっています。 

 

図表 ７-２ 男女平等推進センターの利用度／性別 

利用したことがある

3.3

1.3

知っているが、

利用したことがない

20.9

14.6

施設があることを

知らない

71.2

80.8

無回答

4.6

3.4

女性（1,059）

男性（707）

回答者数＝1,773人

67.7

59.5

34.1

29.5

22.9

5.3

1.7

3.2

5.0

60.1

50.6

36.9

23.6

16.8

6.1

5.0

3.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80%

生活指導や進路指導において、男女の別なく

個性や能力を活かせるよう配慮する

日常活動の中で、男女平等の意識が育ちやすい

環境をつくる

男女平等の意識を育てる授業をする

管理職（校長や副校長）に女性を増やしていく

教職員への男女平等研修を充実する

その他

特にない

わからない

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人
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●男女平等推進センターの利用意向 

図表 ７-５ 男女平等推進センターの利用意向／性別（複数回答） 

男女平等推進センターの利

用意向を性別でみると、女性で

は「男性も気軽に参加できる子

育て・家事・介護などの講座」

が 38.2％と最も多く、次いで

「女性の視点に立った相談事

業（一般相談、法律相談等）」

が 35.0％となっています。 

男性では「男性も気軽に参加

できる子育て・家事・介護など

の講座」が37.5％と最も多く、

次いで「資料コーナー、図書コ

ーナーの利用（閲覧・貸し出

し）」が18.4％となっています。 

講座の利用意向の割合は女

性のほうが男性より高く、コー

ナーの利用意向の割合は男性

のほうが女性より高くなって

います。 

 

 

●杉並区の施策に望むもの 

図表 ７-８ 杉並区の施策に望むもの／性別（複数回答） 

杉並区の施策に望むものに

ついて性別でみると、女性、

男性ともに「男性も女性も、

ワーク・ライフ・バランス（仕

事と生活の調和）を実現する

ことができるための取り組

み」が最も多く、5割を超える

結果となっています。次いで

「政策や方針の決定の過程で、

性別による偏りのない参画の

推進」「男女平等を推進する教

育・学習の充実」の順になっ

ています。 

「地域の中での男女共同参

画の推進」については、男性

が女性を 3.5 ポイント上回っ

ています。 

 

 

38.2

35.0

33.0

30.4

15.3

10.1

3.0

17.9

7.0

37.5

14.9

12.0

12.4

18.4

14.0

2.7

34.2

6.4

0% 10% 20% 30% 40%

男性も気軽に参加できる子育て・家事・

介護などの講座

女性の視点に立った相談事業

（一般相談、法律相談等）

女性の能力開発や起業を支援するための

講座

女性の生き方・自立などを総合的に学ぶ

講座

資料コーナー、図書コーナーの利用

（閲覧・貸し出し）

交流コーナーの利用

その他

特にない

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人
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男性も女性も、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の

調和）を実現することができるための取り組み

政策や方針の決定の過程で、性別による偏りのない

参画の推進

男女平等を推進する教育・学習の充実

性別による役割分担を解消するための取り組み

女性に対する暴力をなくすための取り組み

地域の中での男女共同参画の推進

その他

特にない

無回答
女性 回答者数＝1,059人

男性 回答者数＝707人
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